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はじめに――韓国における日本教育と研究の現状























































1	  鄭炳浩「韓国の日本近現代文学研究と課題」『日本学報』第 91 輯、2012.5、pp.	35–43 参照。
34　鄭　炳浩
ラムを運営しているが、このプログラムは修士課程 2 年の中で 1 年は高麗大学
校で外の 1 年はボン大学と筑波大学で半年ずつ修学し、共同学位を獲得する制
度である。
　一方、BK21Plus 中・日言語文化教育・研究事業団は 2006 年度に大学院日語
日文学科と中語中文学科が合併して中・日語文学科となり、この学科が運営し
ているプロジェクト事業団である。BK（Brain	Korea）21 事業は 1999 年から韓
国の教育部が実施する大学院生育成の大型プロジェクトとして、基本的には 7
年間の事業としてデザインされているが、高麗大学校の中・日語文学科は事業































































































日本語文学研究』（Border Crossings: The Journal of Japanese-Language Literature 














　このフォーラムは 2013 年 10 月ソウルの高麗大学校で「東アジアにおける雑
誌の流通と植民地文学」をテーマとした創立大会を開いて以後、第 2 回「大衆
化社会と日本文学」（中国北京師範大学、2014 年 10 月）、第 3 回「翻訳文化と日本
文学」（台湾・輔仁大学、2015 年 11 月）、第 4 回「集団の記憶、個人の記憶」（日
本・名古屋大学、2016 年 10 月）、第 5 回「言語圏とディアスポラ文学」（韓国・高
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麗大学、東国大学、2017 年 10 月）、第 6 回「「レンタル」と東アジア近現代文化」
（中国・上海復旦大学、2018 年 10 月）国際学術大会をそれぞれ開催しており、2019

















































るを得ない。1980 年代から 2000 年代まで韓国の日本教育機関と研究機関が著
しく拡大したことを振り返ってみればまさに隔世の感がある現象である。
　このような影響もあって、韓国には最近どの分野をも問わずに日本研究を目
指す大学院生の数が減っており、大学院に入っても以前のように日本に留学に
行こうとはしない。この現象は韓国の大学院教育がある程度充実したという事
実を表すことでもあるが、前で見たように韓国の大学が評価する主な研究業績
の中に日本の学術誌が入っていないという事情とも関係がある。
　このような意味で、韓国の日本教育と研究は以前よりも国際的学術交流がも
っと重要となるといえる。大学院生は日本などに短期・長期研修の機会を模索
し、この機関で研究のための十分な資料を集める必要があり、または国際的学
会や共同発表会に参加し様々な地域の研究者と討論する過程で自分の研究の立
脚点を確かめる必要がある。また、最近韓国における日本学の人気が落ちたと
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しても、同じ東アジアの隣国としてその研究の必要性や需要がこれからも続く
というのは当然のことである。韓国の日本学分野では2000年代以後日本を含め
て、東アジア、あるいは世界の様々な地域と国際的交流が非常に増えてきた。
これからはこのような国際交流を単発的な行事で終えずに、いかにして持続的
な交流へと繫げるかが非常に重要だと考えられる。このような国際交流に次世
代研究者の軸である大学院生をも交えて、持続的な交流を増やすことで上記の
問題もある程度乗り越えていけるであろう。
	 （チョン	ビョンホ　韓国・高麗大学校日語日文学科	教授）
